
  

 

 

 

 

 

 

保護者のみなさま、はじめまして。 

本年度、大原中学校より赴任して参り 

ました、校長の野中 文明（のなか ふみあき）と申します。今回、初めて立石中学校で勤務

することとなりました。赴任して先ず、学校の中にとても緑が多いことに驚きました。そし

て、４月７日（火）の生徒が行ってくれた赴任式では、２・３年生の皆さんに温かい雰囲気

と素敵な合唱で迎え入れてもらいました。合唱では、素敵なハーモニーだけではなく、歌に

振り付け（初めて経験しました）まであって、とても感激しました。子ども達に向けて赴任

の挨拶をさせてもらいましたが、顔が上がり、頷きながら聞いてくれて、「聞いてもらって

いる」という安心感がありました。人を大切にするということを子ども達自身が実践してい

る学校なのだと実感しました。これから、子ども達と学びながら、共に生活することで一緒

に成長していきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

                令和７年度をもって退職・転任された先生と本年度、 

新たに赴任された先生をご紹介します。退職・転任され

た先生には、本校教育のために一生懸命ご尽力いただきました。心より感謝申し上げます。

また、新たに赴任された先生には、今後のご指導をよろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

立石中学校では、毎年、学校教育目標を設定して、日々 

の教育活動を行っています。特に本校は、立石小学校と

９年間で育てたい子どもの姿というものを共有し、教育活動を実践しています。本年度も、

昨年度に引き続き、以下のように設定しました。 

 

 

 

(1) 郷土を愛する…○自分が生まれ育った場所を肯定的に捉える＝自己肯定感の向上 

          ○孤立感や孤独感の軽減、精神的な安らぎ 

(2) 自分で考える…○「自主性」ではなく「主体性」 

           ＊自主性＝やることは（他人によって）決められている。決められ 

ていることを指示されずに実行する。 

           ＊主体性＝やるかやらないかも含めて自分で決める。自分で何をや 

るのかを選択・決定し実行する。 

○「他責」ではなく「自責」 

(3) 自ら行動する…○人生は「思った通りにはならない、行動した通りにしかならない」 

          ○「能力」の差は小さい、「努力」の差は大きい、  

「継続」の差はとても大きい、「習慣」の差が一番大きい  

令和８年度がスタートしました。これから１年間、どうぞよろしくお願い致します。 

今年度の学校教育目標です。 

退職・転任者、赴任者の紹介 

【退職・転任される先生方】 
安上 訓史校長（宝城中学校へ） 
堺  祐一先生（三国中学校へ） 
斉藤  蒼先生（小郡中学校へ） 
井上 まお先生（県外の小学校へ） 
新川 明美先生（三国小学校へ） 
荻野なつ子先生（退職） 
青栁 美保先生（退職） 

【新たに赴任された先生方】 
野中 文明校長（大原中学校より） 
高良 信児先生（小郡中学校より） 
能間 勇介先生（三国中学校より） 
月俣 颯太先生（大原中学校より） 
田中さとみ先生（小郡小学校より） 
宮嵜  鋼先生（のぞみが丘小より） 
有田 幸司先生（宝城中学校より） 

はじめまして。校長の野中文明と申します。 

【学校教育目標】 
郷土を愛し、自分で考え、自ら行動する子どもの育成  

みどりの森くろつち学園小郡市立立石中学校 令和８年４月１４日 

立石中学校だより  校長 野中文明  第１号 

【学教育目標】郷土を愛し、自分で考え、自ら行動する子どもの育成  

【重点目標】自分の考えや意見を分かりやすく伝える  【合言葉】思ったことを伝え合う教室に  



子ども達の人生は、子ども達自身のものです。ですから、子ども達には、自分の人生の主

体者は自分自身であるということを理解してほしいと思っています。また、幸せになるため

に、子ども達自身が自分の人生の舵取り（プロデュース）する力を備える必要があると考え

ています。私は、自分の人生をより良くするという自分への働きかけは、学校を卒業して社

会に出てから始まるのではなく、もう既に始まっていると考えています。今の時点で、人生

がすでに決まっているということを言っているのではありません。しかし、毎日の自分の選

択や決定が自分自身の価値観を形成し、思考や行動の癖を作ります。そうして出来上がった

価値観や思考、行動によって自分の生涯を作り上げていきます。私は、全ての子ども達に幸

せな人生を送ってほしいと思っています。言い換えると、なりたい自分になって欲しいと思

っています。だからこそ、自分自身の思考や行動の癖をよく知り、自分の感情や行動をコン

トロールできるようになって欲しいと考えています。そして、それは、誰も代わりに行うこ

とは出来ません。親でさえも出来ません。子どもが、自分で手に入れるしかありません。併

せて、本年度、中学校で特に力を入れて取り組むことです。 

 

 

 

人と協働する上で大切な能力の１つに、コミュニケーション能力があります。コミュニケ

ーション能力は、他者との良好な人間関係をつくり、相互理解を促します。また、自分一人

では出来ないことも可能になり、人生を豊かにしてくれるスキルです。子ども達には、様々

な場面を通して、仲間との関わりの中で、意識して磨いて欲しいと思っています。  

 

本年度の職員（３６名）を紹介致します。 

職名・担任・副任   

氏名（教科） 

職名・担任・副任   

氏名（教科） 

職名・担任・副任   

氏名（教科） 

職名・担任・副任   

氏名（教科） 

校長    

野中 文明（数学） 

教頭 

高山 晃（理科） 

1 年 1 組 

能間 勇介(保体) 

あおぞら 1 組 

野田 聖弥(保体) 

1 年副任  

米倉 裕昭(数学) 

2 年 1 組 

三上 空遠(国語) 

あおぞら 3 組 

田中 悠佳(保体) 

2 年副任・教務主幹 

溝田 典子(英語) 

2 年副任 

中原 聡明(理科) 

3 年 1 組 

河村 朱理(数学)  

あおぞら 2 組 

月俣 颯太(保体) 

3 年副任 

高良 信児(社会) 

3 年副任 

秋山 聖子(英語) 

養護教諭 

大庭 詩織 

事務主事 

宮嵜 鋼 

講師/学力向上支援員 

船津 美穂(音楽) 

講師  

矢野 薫(美術) 

講師 

石川 勝博(技術) 

小郡中学校教諭 

國分 律子(家庭) 

特別支援教育サポーター 

岡川 恵里子 

特別支援教育サポーター 

大塚 朱里 

特別支援教育サポーター 

油布 慶子 

特別支援教育サポーター 

青柳 美保 

学力向上支援員 

中島 亨(社会) 

学力向上支援員 

稲富 理恵(英語) 

児童生徒支援員 

大冨 英治(理科) 

児童生徒支援員 

袖岡 信雄(国語) 

学校司書 

田中 さとみ 

校務 

有田 幸司 

スクールカウンセラー 

山本 博美 

スクールソーシャルワーカー

福永 智子 

ALT 
カーター・エイドリアン・
スコット 

学校教育統括コーディネーター  

山村 栄揮 

学校事務補助員 

川原 通央 

  

              昨年度、「教育条件整備」に係る学習会や個人及び団 

体署名に係る取り組みにご協力いただきまして、誠にあ 

りがとうございました。多くの保護者や地域の皆様のご協力により、本年度も立石中学校区

内に、すべての子ども達の学習・進路保障のための基準外定数が配置されました。改めて感

謝申し上げます。（＊基準外定数…教員の配置される定数は、クラス数によって基準が定め

られています。本校は、署名活動により基準の定数以上の教員が配置されています。） 

教職員紹介 

保護者のみなさまへのお礼 

【本年の重点目標】 
自分の考えや意見を分かりやすく伝えることができる生徒の育成  

＊合言葉…「思ったことを伝え合う教室に」 


